
 

令和 2 年度 第２回 近畿地方整備局 インフラ DX 推進本部会議 
 

開催日時：令和 3 年 2 月 16 日（火） 
10：00～10：30 

     （ＷＥＢ会議）  
 

 
 

議事次第 
 

            
１．開会    

 
２．議題 
 

１）前回会議の内容について 
 

２）インフラ DX の取り組み 
  
３）i-Construction の取り組み 

        
４）今後の取り組み     

     
３．閉会 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

令和２年度 近畿地方整備局

インフラDX推進本部会議

令和3年2月16日

近畿地方整備局

１．インフラDXの取り組み

２．Ｉ-Construtionの取り組み

３．今後の取り組み

（参考１） 第3回国土交通省インフラ分野のDX推進本部 資料
（参考２） 第2回近畿地方整備局インフラDX推進幹事会 資料
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

１．インフラDXの取り組み
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【機密性２】

3

本省におけるインフラ分野のＤＸの取り組み

国土交通省インフラ分野のＤＸ推進本部会議（令和3年1月29日）資料より



【機密性２】
本省5カ年のロードマップと近畿の取り組みとの関連性

国土交通省インフラ分野のＤＸ推進本部（令和3年1月29日）において、各分野における5カ年のロードマップを提示。

内 容 関連部会(近畿)

行
動

・インフラDXネットワークの整備 ・工事書類のデジタル化に向けた検討
・大学等とのオープンイノベーションによる技術研究開発の促進
・遠隔による災害時の技術支援 ・情報集約の高度化による災害対応の迅速化

共通
監督検ICT

・高速道路等のキャッシュレス化、タッチレス化の早期実現 ・IT・新技術の総動員による高レベルの道路インフラサービスの提供
・除雪現場の生産性・安全性向上「i-Snow」 ・行政手続きのデジタル化・スマート化による社会経済活動の生産性向上（道路）

道路

・河川、砂防、海岸分野における施設維持管理・操作の高度化 ・河川、砂防、海岸分野における防災情報等の高度化
・長時間先の水位予測情報の提供 ・危機管理型水門管理システムの開発 ・堤防除草の自動化～SMART-Grass～
・草刈工の自動化施工 ・行政手続きのデジタル化による国民のニーズに合った行政サービスの実現（河川）

河川

・衛星測位を活用した高精度の遠隔操作・自動化水中施工システムの開発 ・港湾における災害情報収集等に関する対策
・マルチビームデータクラウド処理システムの構築

港湾

・建設施工における自動化、自律化の促進 ・5Gを活用した無人化施工
・自律施工研究開発基盤の整備 ・建設施工における人間拡張に係る技術開発・導入の促進
・AI・ロボット等革新的技術のインフラ分野の導入 ・地域建設産業の生産性向上及び持続性の確保
・施設の維持管理及び行政事務データの管理効率化に関する調査

ICT無人化施工、
監督検査ICT

道路、河川、港湾

モ
ノ

・建設キャリアアップシステム普及・活用に向けた官民施策パッケージの推進 ・まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進
・デジタル化・リモート化のための位置情報の共通ルール（国家座標）の推進
・人流データの利活用拡大のための流通環境整備 ・国土交通データプラットフォームの構築
・公共工事執行情報の管理・活用のためのプラットフォーム構築に係る調査研究 ・建設業のDXに向けた環境整備

共通

・建設事業各段階のDXによる抜本的な労働生産性向上に関する技術開発
・BIM/CIM活用による建設生産システムの効率化・高度化
・官庁営繕事業におけるBIM活用による設計・施工の効率化
・デジタルデータを活用した配筋確認の省力化

BIM/CIM
監督検査ICT
人材育成

・道路分野におけるデータプラットフォームの構築と多方面への活用 道路

・港湾関連データ連携基盤の構築 ・港湾整備BIM/CIMクラウドの構築 港湾

行
動

知
識
・
経
験

モ
ノ

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

赤太字：近畿がこれまで取り組んできた主な項目



【機密性２】
近畿地方整備局のインフラDXの取り組み

様々なインフラデータをデジタル化し、自由に活用できる環境が整うことにより、国
民への様々なサービスの提供が可能となり、設計から維持管理が高度化するほか、
業界、職員の働き方改革が進み、生産性向上につながります。

近畿地方整備局では、これまで生産性向上として取り組んできたi-Construction
をより深化させるため、インフラDXを推進していきます。

DXの概念
進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと変革すること

「行動」のDX 「知識・経験」のDX 「モノ」のDX
どこでも可能な現場確認 誰でもすぐに現場で活躍 誰もが簡単に図面を理解

【インフラ分野のDX】
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発注者協議会 ・品確法に基づく運用指針の周知

・発注者間の情報共有

・自治体の支援体制の検討

業界との意見交換会 ・週休２日の推進に向けた目標設定と達成方法の検討

・発注時期の平準化、コンサル業務の平準化

・受発注者間の情報共有、監督員との協議の円滑化

・書類の簡素化及び電子化の検討

総合評価委員会 ・生産性向上に資する技術提案、評価の検討

・地域建設業の生産性向上に資する入札制度検討

・ブロック総合評価委員会との連携

新技術評価会議 等 ・民間の新技術開発の取り組み支援

・新技術の評価、活用 （i-Conに関する新技術）

・直轄工事の新技術義務化の推進及び改善策検討

インフラDX推進本部
推進本部長：局長
副本部長：副局長
本部員 ：各部長等

ｉ-Con推進幹事会
【品確法を踏まえた建設産業の生産性の向上】

※企画部が主体的に検討を進める事項

幹事長：企画部長
幹 事 ：企画調査官

技術調整管理官
※企画部の官クラス

インフラDX推進幹事会
【インフラ分野のデジタル化の推進】

※直轄事業を通じて、関係部署が連携して推進する事項

B
I
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I
M
推
進

部
会

I
C
T
施
工

無
人
化
施
工
推
進
部
会

人
材
育
成
支
援
部
会

i
-
C
o
n
推
進
連
絡

調
整
会
議

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化

検
討
会

監
督
検
査
の
I
C
T

活
用
推
進
部
会

道
路
維
持
管
理
部
会

河
川
維
持
管
理
部
会

港
湾
部
会

幹事長：企画部長
副幹事長：河川部長、道路部長、

港湾空港部長
幹事： 企画調査官

技術調整管理官
※ 各部の官クラス

会議等 検討テーマ

ＩーＣｏｎ推進連絡調整会議

事務局：施工企画課

・ICT施工などi-Conの普及拡大

・自治体への支援体制

・i-Con大賞の取り組みの具体化検討

プレキャスト化検討会
リーダー：技術調整管理官
事務局：技術管理課

・全体最適に向けた取り組みの推進

・プレキャスト化推進に向けた検討会議の立ち上げ

・プレキャスト標準化適用拡大の検討及び事例集の作成

部会 検討テーマ

BIM/CIM推進部会 ・BIM/CIM活用業務、工事の推進
・モデル事務所の拡大、指導
・3次元データの詳細度設定、データ活用（プラットホーム）検討
・産官学との研究活動

土木リーダー：技術開発調整官
事務局：技術管理課
構成：河川工事課、道路工事課

営繕リーダー：営繕品質管理官
事務局：技術・評価課
構成：技術・評価課

ICT施工・無人化施工推進部会
リーダー：機械施工管理官（近畿技術事務所長）
事務局：施工企画課 構成：技術管理課

・設計の3次元データと連携した施工及び施工管理
・小規模土工への活用の推進
・無人化施工の動向と適用の検討

監督検査のICT活用推進部会
・遠隔臨場の推進
・既存ＡＳＰとの連携
・デジタルデータと連携した監督基準類の検討

土木リーダー：総括技術検査官
事務局：技術管理課

構成：工事品質調整官・技術検
査官

営繕リーダー：営繕品質管理官
事務局：技術・評価課
構成：技術・評価課

道路維持管理部会
リーダー：道路情報管理官（道路M・C長）
事務局：道路管理課
構成：保全チーム、交通対策課、道路M・C、近畿技術事務所

・点検・診断のDX検討
・日常維持管理のDX検討
・その他

河川維持管理部会
リーダー：河川情報管理官（河川保全管理官）
事務局：河川管理課 構成：水災害予報C

・ドローンの活用による河川巡視、水質監視の効率化・高度化
・ドローンの活用による河道管理の効率化・高度化

港湾部会
リーダー：事業計画官
事務局：港湾事業企画課

・港湾関係DXの検討

人材育成支援部会
リーダー：機械施工管理官（近畿技術事務所長）
事務局：施工企画課
構成：技術管理課、技術調査課、近畿技術事務所

・インフラDX推進センターの設置・運営
・国、自治体職員、地元建設業への研修の実施
・建設業関係者への研修
・見学会の受け入れ、広報等

既存の別組織との連携

事務局：
技術管理課
施工企画課

連携
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近畿地方整備局
インフラDX推進本部体制表

2021/2/16現在



【機密性２】

• 幹事会資料P23

「発注者責任を果たすための今後の建設生産・管理システムのあり方に関する懇談会」（事務局：大臣官房技術調査課）資料より
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【機密性２】
「行動」のDXの取り組み状況

今年度の取り組み状況 担当（部会等）

Ⅰ. クラウドを活用した
データ共有の迅速化

○クラウドを活用した設計データの共有
・閲覧資料や貸与資料などデータ受け渡しが可能となるシ
ステム環境を整備しR3.3月より試行、4月～適用拡大

BIM/CIM推進部会

Ⅱ. 遠隔臨場やICTを活
用した監督・検査体制

○遠隔臨場による立ち会い、段階確認の試行
・23工事で試行工事の実施
・監督員、施工者へのアンケート

○出来形管理のＩＣＴ活用
・ PRISM等を活用した技術開発と実用化の加速

監督検査のＩＣＴ推
進部会

Ⅲ. Ｗｅｂ会議の活用に
よる情報共有やコミュニ
ケーションの円滑化

○受発注者間の打合せでの活用
・情報共有、意志決定の様々な場面で活用

○入札契約プロセスにおける活用
・オンラインによる入契委員会の導入

共通事項

Ⅳ. DXを支えるデータ活
用環境の実現

○発注関係書類のデジタル化
・設計積算書類のデジタル化と書類の押印廃止

共通事項

どこでも可能な現場確認

・非接触・リモート型の働き方を推進し、仕事の
プロセスを変革

・移動や日程調整等の非効率の障害をできる限り
無くして、業務効率をアップし、生産性を向上
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【機密性２】

え

アクセス

Ⅰ. クラウドを活用したデータ共有の迅速化

原

部

発

注

課

契
約
課
別
室

①訪問アポ（時間調整）

③往訪(書類・空DVD提出）

④工事関連データDVD提供

工事関連データDVD事前提供

申請者全社分の関連
データをDVDにコピー

申請毎に訪問して申請・受領

閲

覧

希

望

者 クラウド 工事関連データアップロード

専任担当者が対応

①WEB申請

②ID，PW通知

③アクセス・ダウンロード

◎現部発注課の担当者の作業軽減
◎訪問アポ・往訪不要に伴う労働時間の短縮や感染リスク低減

申請書 空のDVD

クラウド活用により、日程調整、訪問の手間を削減し、設計図書、閲覧資料のデータが
リアルタイムに共有可能となるよう、新たなシステム環境を整備

令和2年度に試行し、令和3年4月から本官工事、業務での活用を開始

期待される効果

設計図書、
閲覧資料のデータ等
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【機密性２】

発 注 者

○ 監督員は、移動時間の効率化をはじめ、災害や事故発生時の迅速な状況把握などの効果を確認。
○ 受注者は、時間調整や作業の待ち時間がなくなるなど、時間に関する効率化を確認。

受発注者の監督・検査業務効率化のため、工事監督の段階確認等において、
遠隔臨場を23現場で試行実施

受 注 者
アンケート調査結果より

Ⅱ. 遠隔臨場やICTを活用した監督・検査体制
～遠隔臨場による立ち会い、段階確認の試行～
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【機密性２】

11

IoT・AIをはじめとするデジタルデータを活用した建設現場の施工プロセスのICTの実
用化を目指し、令和2年度の新技術の試行プロジェクト(PRISM)を４現場で試行

Ⅱ. 遠隔臨場やICTを活用した監督・検査体制～出来形管理のＩＣＴ活用～

コンソーシアム： 株式会社桑原組、株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク
学校法人金沢工業大学、エアロダインジャパン株式会社

・最新のﾄﾞﾛｰﾝ・測量機器を導入しﾃﾞｰﾀをｸﾗｳﾄﾞ上に集約・共有、工程管理、3D
ﾃﾞｰﾀの表示、土砂運搬状況等を手元で確認できる建設マネジメントｼｽﾃﾑを導入。

試行場所： 野洲川河道掘削他工事

コンソーシアム： 株式会社IHIインフラ建設、オフィスケイワン株式会社、千代田
測器、株式会社、株式会社インフォマティクス

・画像解析とTS測量を連携させたPCケーブル配置計測、MR技術を用いた配置検
査、品質管理帳票自動作成およびCIMモデル属性情報への自動連動による検査。

試行場所： 野洲栗東バイパス大中小路地区オンランプ上部工事

コンソーシアム： 株式会社大林組、前田建設工業株式会社、フジミコンサルタント
株式会社

・振動ﾛｰﾗの加速度ﾃﾞｰﾀから地盤変形係数や密度を自動判定。施工を行いながらﾘ
ｱﾙﾀｲﾑに施工面全体に地盤品質を判定。施工域全体の品質を記録し評価する。

試行場所： 安威川ダム建設工事

コンソーシアム： 村本建設株式会社、株式会社レックス、エコモット株式会社

・振動センサーによるコンクリート充填・締固め状況を計測。充填検知機器に表示さ
れる状態をAIカメラ・解析システムにより識別・解析し、締固めが不足する箇所を確
認。

試行場所： 大和御所道路飯高町地区下部工事



【機密性２】
【参考】国土交通大臣が遠隔臨場を体験

12

紀南河川国道事務所
（すさみ串本道路二色トンネル工事）

現 場

執務室



【機密性２】
「知識・経験」のDXの取り組み状況

誰でもすぐに現場で活躍

・無人化、自律施工による建設現場の安全性と生産性の向上
・小規模施工へのICT活用促進による地域建設業の生産性向上支援
・ロボット、画像診断等の活用による施設点検等維持管理の効率化
AIを活用した迅速な維持管理、災害対応の実現

今年度の取り組み状況 担当（部会等）

Ⅰ. 直轄現場のICT活用

の加速による生産性向
上

○直轄工事へのICT活用促進
・ICT施工対象工種の拡大
・ICT監督検査講習会の実施
・設計データをICT施工に活用するための課題調査

○無人化施工
・大規模災害復旧現場における無人化、自動化施工の適用

ICT施工・無人化施工
部会
BIM/CIM推進部会

Ⅱ. 市町村支援による地
域建設業の生産性向上

○小規模施工へのICT導入支援
・ICT現場施工対応事例集の作成
・ICT未施工業者へのICT導入講習会の実施

ICT施工・無人化施工
部会

Ⅲ. 維持管理や港湾、建
築分野のDXによる高度
化やサービス向上

○維持管理分野のDX化推進
・河川、道路のインフラ維持管理分野での検討体制の整備

○港湾、建築分野でのDX化検討
・港湾、営繕部門でのDX化検討体制の整備

道路維持管理部会
河川維持管理部会
港湾部会

Ⅳ. DXを推進するための
人材育成体制

○近畿インフラDX推進センターの立ち上げ
○BIM/CIM活用の普及促進
・国、自治体、地域建設業を対象とした研修や講習会開催
・トップランナーによる推進とチャレンジ事業への展開（モデル事務所
の拡大）

人材育成支援部会
BIM/CIM推進部会

13



【機密性２】
【参考】無人化施工の様子

14

紀伊山系砂防事務所 （赤谷３号砂防堰堤工事）

操作室内から遠隔操作



○ＣＯＮＰＡＳは、コンテナターミナルのゲート前混雑の解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮
を図り、コンテナ輸送の効率化及び生産性の向上を図ることを目的として国土交通省が開発した新・港湾情
報システム。

○コンテナターミナル周辺の混雑が深刻化する中、情報技術の活用により、ゲート処理及びヤード内荷役作業
を効率化するための実証を実施中。横浜港での実証を踏まえ、今後他港へも拡大。

情報技術の活用によるコンテナ搬出入処理能力の向上

※Container Fast Pass：ゲート処理等の効率化やセキュリティの向上を目的としたシステム

PSカード

ゲート前 ゲート ヤード臨港道路

搬出入予約制度 PSカード活用

ゲート部所要時間を

約2割削減（搬出）

搬入情報の事前照合 車両接近情報の活用

15分程度の荷繰り
準備時間を確保

INゲート処理時間を

約6割削減（推計値）

搬出入予約制度を導入し、
集中する時間帯のトレー
ラーを分散･平準化

搬出入票の提示等を省略
し、PSカード（ICチップ付き

身分証明書）のタッチのみ
で入場処理

搬入手続（搬出入情報と
TOSデータの照合）をコ

ンテナがゲートに到着す
る前に実施

車両接近情報を検知し、
事前にコンテナを取り出
しやすい位置に移動

※TOS：ターミナルオペレーションシステム

コンテナ物流の効率化に向けた取組（CONPASの導入）

ターミナルに車両
接近情報を送信

ターミナル全体の搬入
車両のゲート前待機時

間を約１割削減
※全搬入車両の14％が

CONPASを利用した場合

Ⅲ. 維持管理や港湾、建築分野のDXによる高度化やサービス向上

15



【機密性２】

建設機械オペレーションルームインフラDX研修ルームWeb会議ルーム

高性能PC・BIM/CIM
ソフトウェアを活用し
たデジタル研修

北近畿豊岡自動車道の
橋梁のBIM/CIMモデ
ルをバーチャル空間で
体験

建設機械シミュレータ、
マルチモニタを活用し
た実習

小規模土工のICT施工
実習・無人化施工の実
習

音響設備、高速通信
環境整備による情報
交換の高度化・効率
化

Ⅳ. DXを進めるための人材育成～近畿インフラDX推進センター～

ICT研修

コース：初級、中級
対象：整備局職員、自治体職員、地域建設業
日程：1泊2日

① ICT建設機械シミュレータ実習
② 遠隔操作実習
③ 無人化施工実習

学生、一般、外国人研修生向けのインフラDXの体験
遠隔、AI、VRなどのDX
民間の新技術、NETIS技術を動画により紹介

国・地方公共団体、施工者向けに研修を実施
BIM/CIMソフトを用いた3次元設計から施工管理
無人化、自動化施工体験と実務研修
3次元データに関する資格取得の支援

ホームページ、ＳＮＳ等で情報発信
企業が取り組む新技術情報
i-Con、BIM/CIMなどの取り組み
i-Con大賞など地域建設業の取り組み

体
験

育
成

広
報

BIM/CIM研修

コース：入門、初級、中級
対象：整備局職員、自治体、発注者支援業務
日程：日帰りコース

① BIM/CIMにおける３次元モデル作成研修
② ICT施工の点群データ処理・施工データ作成研修
③ 出来形管理・監督検査リモート化等の机上研修

360度プロジェクター設置
による来庁者への広報
新技術紹介コーナー設置

SNS等の広報戦略 16

近畿インフラDX推進センター開所

内覧会：令和3年3月下旬予定

開所式：令和3年4月上旬予定
開所セレモニー、記念講演 など



Wｅｂ会議ルーム インフラDX研修ルーム
DXや新技術の紹介
Rデモンストレーション

無人化オペレーションルーム

近畿インフラDX推進センター【施設】

ＩＣＴ及び無人化実習フィールド

ＩＣＴ施工研修
ICT建機 0.45㎥及び0.11㎥

無人化施工研修
遠隔操縦式バックホウ、簡易遠隔操縦機器

BIM/CIM及びICT施工研修
＜研修室１＞ 20名 ＜研修室２＞ 10名

無人化フィールドの遠隔
操作バックホウを部屋の
中から操作

遠方操作

遠隔操縦式バックホウ

17

イメージ図



「近畿インフラDX推進センター」設置のプレイアップ（案）

※発足式に先立ち、報道機関対象に内覧会を開催

【内容】

○Web会議ルーム、DX研修ルームでの体験
・VR体験
・BIM/CIM体験
・無人化施工機械デモンストレーション
・遠隔確認 など

◆開所式 （4月上旬予定）

◆内覧会（３月下旬予定）

【議事次第】 （現地開催とWEBによるオンライン配信）

○開所セレモニー：近畿地方整備局長、近畿技術事務所長
○来賓挨拶： 国土交通省幹部（オンライン）
○記念講演： 国土交通省幹部

有識者（京都大学大西名誉教授想定）
○施設案内：

一般向け（講演を聴講した行政関係者、業界関係者）
Web会議ルーム、DX研修ルームでの体験

R２．１２ 第１回 インフラDX推進本部会議

R３．２ 第２回 インフラＤＸ推進本部会議

R３．３ 近畿インフラDX推進センター
内覧会

R３．４ 近畿インフラDX推進センター
開所式

R３．６ 研修開始
（国・地方公共団体、民間企業）

近畿インフラDX推進センター設置までの経緯

改
修
工
事

18
重ねて、全国のDXセンターの開所と連動した打ち出しの調整



【機密性２】

○i-Constructionモデル事務所での取り組み

BIM/CIMに関する基礎知識や活用事例の他に、インフラＤＸの概
要の他、各企業、団体での実施報告

事務所：豊岡河川国道事務所
日 時：令和2年12月22日（火）13:00～17:00
場 所：但馬地域地場産業振興センター
参加者：地方公共団体、地元企業、業務・工事受注者

参加者：豊岡河川国道事務所（約１２０名）

○i-Constructionサポート事務所での取り組み

BIM/CIMの利活用の紹介、納品データの形式や確認・閲覧方法等

事務所：福知山河川国道事務所の例
日時：令和2年10月21日（水）14:00～16:00
場所：Webセミナー
参加者：京都府、舞鶴市、京丹後市、

参加者：福知山河川国道・京都国道事務所（約３０名）

【BIM/CIM研修等による人材育成支援】 【BIM/CIMモデル事務所の拡大（連携強化）】

豊岡河川国道事務所で実施しているBIM/CIM統合モデル
の作成手法を水平展開し、モデル事務所を８事務所に広
げ、各事業の実施段階にあわせたBIM/CIMを展開

（実施予定）
豊岡河川国道事務所、福井河川国道事務所、足羽川ダム工事事務所
福知山河川国道事務所、淀川河川事務所、奈良国道事務所
木津川上流河川事務所、紀南河川国道事務所

北近畿豊岡自動車道路
統合BIM/CIMモデル

○○川○○線(○期)事業

○○ダム事業○○自動車道○○道路事業 19

BIM/CIM活用の人材育成を図るため、モデル事務所等による勉強会を開催
BIM/CIMモデルの対象を拡大し、事業の実施段階に合わせたBIM/CIMを展開

Ⅳ. DXを進めるための人材育成～BIM/CIM活用の普及促進～



【機密性２】
「モノ」のDXの取り組み状況

誰もが簡単に図面を理解

今年度の取り組み状況（モデル事務所で実施） 担当（部会等）

Ⅰ. ３次元データ活
用環境の整備

○BIM/CIMによる建設プロセスの改善手法の検討
・BIM/CIM統合モデルを活用した対外協議、設計照査、 事業進捗管理
等を実施

○3次元から作成した2次元図面の契約図書化の検討
・3次元から作成した2次元図面を契約図書とするため、3次元モデル成
果物作成要領(案)の骨子を作成
（将来的には3次元モデル自体を契約図書とすることを目指す）

○BIM/CIM活用業務及び工事の拡大
・各事務所に高性能パソコン、3D-CADを設置
・インフラＤＸ推進センターに高性能パソコン、3D-CAD、VR機器、デジ
タルディスプレイ等を設置

BIM/CIM推進部会
人材育成支援部会

Ⅱ. ３次元データ活
用による生産性の
向上

○BIM/CIMを活用した施工管理等の検討
・安全管理（建機配置）、仮設計画（足場干渉）へ活用
・維持管理のための施工データ（属性情報）の記録
・MR（複合現実）と連携した出来形確認

・3Dスキャンと連携した出来形計測と出来形管理

BIM/CIM推進部会
ICT施工・無人化施工推
進部会
監督検査のICT活用推
進部会

• ２次元図面から現場を想像しなくても、３次元モデルでイメージを
共有し、関係者調整の効率化や、住民等とのコミュニケーション
の向上

• BIM/CIMモデルを活用した自動数量算出や工期設定、効率的
な施工管理や出来形管理により、建設生産プロセスを改善し、
生産性を向上

（出典）阪神なんば線淀川橋梁改築事業影響評価業務

20



【機密性２】

原則適用拡大の進め方（案）（一般土木、鋼橋上部）

R2 R3 R4 R5

大規模構造物
（全ての詳細設計・
工事で活用）

全ての詳細設計で
原則適用

全ての詳細設計・工
事で原則適用

全ての詳細設計・工
事で原則適用

上記以外
（小規模を除く）

― 一部の詳細設計で
適用

全ての詳細設計で
原則適用

全ての詳細設計・工
事で原則適用

令和5年度全ての詳細設計・工事で原則適用。令和3年度から一般土木、鋼橋上部の工事
については、設計３次元モデルを用いた設計図書の照査、施工計画の検討を求める。

工事
R2 R3 R4 R5
国総研DXセンターによる受
注者支援

（国土交通省）

「BIM/CIM活用ガイドライン」
改定

（国土交通省）

研修プログラムの検討・
研修テキストの作成

（国土交通省）

（国土交通省）

（国土交通省）

（国土交通省）

適宜改定、BIM/CIM事例集の拡充

人材育成センター等における研修の実施（テキストは適時見直し）

システム改良、研究開発

21

Ⅰ. ３次元データ活用環境の整備

BIM/CIMのロードマップ



【機密性２】

【設計段階】
隣接・関連業務間の取り合い・整合性のチェック ミス防止
対外協議、地元説明のツール（可視化） 合意形成

【施工段階】
対外協議、関連図書を整理して事業課題を一元管理 事業推進の効率化
工事発注ロットを３次元で網羅的に管理 発注漏れの防止

【維持管理段階】
道路構造、付属物、構造物の管理台帳を整理 維持管理の効率化

BIM/CIM統合モデルの活用した対外協議、設計照査、 事業進捗管理等

22

Ⅰ. ３次元データ活用環境の整備～BIM/CIMによる建設プロセスの改善手法の検討～



【機密性２】

地形モデル 地質・土質モデル 線形モデル

土工形状モデル 構造物モデル

統合モデルは、地形モデル、地質・土質モデル、線形モデル、土工形状モデル、構造物モデル等のそ
れぞれのモデルを組み合わせ、BIM/CIM モデル全体を把握できるようにしたモデル

統合モデル

【参考】 BIM/CIM統合モデルのイメージ

23



【機密性２】

〇当面の対応として「2次元(2D)＋3次元(3D)納品」の場合の3次元モデルの成果物の要件

を定めた要領を策定。(R3.4予定)

〇従来の2Dの全ての内容を3D化するのではなく、ユースケースを限定して納品要件を定め

る。

「設計意図伝達」（4D施工計画等）

「設計照査」（3Dからの切り出しによる2D図面作成、用地境界・建築限界の明示等）

「施工段階の出来形検査」（構造物外形等） 等

〇2Dの作成後に3Dを作成するのではなく、3Dから切り出した図面に注記、寸法を入れて2D

（契約図書）を作成する方針を明記。

２D図面３Dに「2Dを切り出した平面」を明示

（当該平面にアノテーションは不要）

切り出して作成

建築限界の明示

（設計照査で使用）

３次元モデル成果物作成要領（案）の概要

24

Ⅰ. ３次元データ活用環境の整備～３次元から作成した２次元図面の契約図書化の検討～



【機密性２】

高圧線
足場の干渉

・複数工事にまたがるBIM/CIM統合モデルを作成 ・上部工事と下部工事の近接施工時の機械配置、施工方法を検討

・近接する高圧線との離隔など、安全管理を検討 ・施工時期が重複する上部工事の足場の干渉チェック

地質、測量、設計などの3次元データで統合モデルを作成することで、いつでも、誰でも
自由に必要なデータを共有し、それぞれの施行ステップに応じた検討が可能

安全管理（建機配置）、仮設計画（足場干渉）へ活用

25

Ⅱ. ３次元データ活用による生産性の向上～BIM/CIMを活用した施工管理等の検討①～



【機密性２】

維持管理のための施工データ（属性情報）の記録

外部参照フォルダ

スパン毎の健全度を色分けにより表現

Ⅱ判定

Ⅰ判定

施工時の切羽の状況を記録した
データを参照可能

トンネル掘削時の地山の状況を3次元データで記録することにより、トンネル点検時に
損傷の原因等、維持管理において有効なデータとして活用が可能

切り羽の３D画像

26

Ⅱ. ３次元データ活用による生産性の向上～BIM/CIMを活用した施工管理等の検討②～



【機密性２】

ＭＲ（複合現実）と連携した出来形確認

3次元データを活用した施工計画の作成により、安全管理や設備配置計画がより高度化
MRの活用により、施工中の現場に完成モデルを投影して出来形を確認

施工計画における設備ヤードの検討

MRの活用例
27

Ⅱ. ３次元データ活用による生産性の向上～BIM/CIMを活用した施工管理等の検討③～

MRゴーグルでモデルを現状に
重ねて完成断面を確認中！



【機密性２】

３Ｄスキャンと連携した出来形計測と出来形管理

契約数量との整合性を確認

数量計算書（契約数量）

※地上型3Dスキャン使用

※赤:プラス、白:マイナス

設計モデルと出来形モデルを

対比して面的な出来形管理

設計モデル

設計･出来形統合モデル

3Dスキャン

設計モデルと出来形モデルを重ねることで、出来形数量の算出が効率化
３Dスキャンを用いた出来形計測と設計モデルを重ねて、面的な出来形管理が実現

28

Ⅱ. ３次元データ活用による生産性の向上～BIM/CIMを活用した施工管理等の検討④～



【機密性２】
今後のインフラDXの取り組みについて（論点）

項 目 今後の展開（問題意識）

「行動」のDX ○遠隔臨場の活用は、現場までの距離が遠い工事に加え、ICT施工や週休2日を取り組
んでいる工事にも拡大してはどうか。
○分任官工事へのクラウドの活用を進める必要があるのではないか。
○施工中はASPを活用しているが、納品されたデータを維持管理で活用する方法を検討
すべきではないか。
○予定価格のデジタル化で、入札契約手続きのリモート化はより推進されるが、ある
程度の事務所長と職員とのコミュニケーションも必要ではないか。

「知識・経験」
のDX

○近畿インフラDX推進センターの開所式ではデジタル技術のアピールも行うと良い。
○地整職員のITリテラシーを向上させ、インフラDXが目指す方向について知識や経験
を深めて、DX人材を育成していくべきではないか。
○市町村では、ICTが進まない理由がコストであり、DX研修受講者にICT施工機械を貸
与するサービスを行い、費用をかけずに経験できる仕組みができないか。
○地域建設業の人材育成を定着普及させるためのインセンティブが必要ではない
か。（資格など）

「モノ」のDX ○原則、BIM/CIM設計によるコストへの影響は現業部の理解と協力が不可欠で、また、
事業のスケジュールのゆとりに応じてBIM/CIM設計を行うかどうかの判断を行うことも
必要ではないか。
○設計や監理業務などコンサルタントへの負担（コスト・手間）についても確認する
必要があるのではないか。
○設計から施工や維持管理へのデータの引き継ぎの課題と対応については、専門家も
交えて検討すべきではないか。
○出来形や品質管理等のデジタル技術を収集し、標準化の検討を進めてはどうか
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

２．Ｉ-Construtionの取り組み
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【機密性２】
ICT活用工事の地方公共団体への普及

全体の５６％を占める地方公共団体の
工事へのICT活用工事の普及が必要

事業主体別公共事業執行額（R1）

地方公共団体のレベルに応じた技術支援の実施
31



本省版 i-Con大賞候補の推薦

本省版 i-Con大賞選考委員会

本省版 i-Con大賞表彰

＜9月末＞

＜11月頃＞

＜12月頃＞

近畿版 i-Con大賞 表彰＜10月頃＞

【本省版推薦要件】 対象：直轄、特殊法人等、府県、政令市、市町村
・推薦にあたりi-Construction（ICT施工、BIM/CIMの活用、プレキャスト製品の活用、新技術の活用、工事
書類の簡素化、遠隔臨場、講習会の実施等）に係る優れた取組として、各地整等におけるi-Construction
大賞の表彰候補としている案件であること。

■ R3年度

【近畿版推薦要件】 対象：特殊法人等、府県、政令市、市町村
・推薦にあたりi-Construction（ICT施工、BIM/CIMの活用、プレキャスト製品の活用、新技術の活用、工事
書類の簡素化、遠隔臨場、講習会の実施等）に係る優れた取組として原則、自治体において表彰を受賞した案
件であること。 (ただし、表彰時期が本選考より後となる場合は、各機関の表彰要件を満たしている案件であるこ
と、表彰制度がない場合は、指名停止や事故による措置を受けていない案件であること)

＜９月頃＞ 近畿版 i-Con大賞選考委員会
大臣表彰

優秀賞

局長表彰（特別優秀賞）

局長表彰（優秀賞）

本省表彰

地整表彰

地整が一貫して案件を募集

本省・近畿版 i-Con大賞候補の募集＜８月頃＞

局長表彰（優良賞）

近畿地方i-Construction大賞（案）
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コンクリート構造物構築にあたり、現場打ちと
プレキャストを比較する場合、本体工事費、仮
設工（足場工、土留め工など）等の項目につい
て勘案する。

上記に加え、工期短縮効果、安全性向上効果
等についても可能なものは適宜比較計上する。

考慮項目を追加した場合の価格差

プレキャスト化推進の取組

「予備設計段階等におけるコンクリート構造物の比較案作成に
あたっての留意事項について」 平成29年5月9日付通知

直接
工事費

直接
工事費

プレキャストのコスト
積み上げ

現場打ちのコスト
積み上げ

比
較

仮設費等

仮設費等

現
場
打
ち
の
比
較
対
象
コ
ス
ト

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
比
較
対
象
コ
ス
ト

当初
の価
格差

仮設費等
の計上

仮設費等
の計上

「近畿地方整備局プレキャスト化推進検討会について」
令和３年度～

直轄工事のプレキャスト化を推進するためのガ
イドラインを策定するため、本検討会を設置。

学識者
宮川 豊章（委員長 京都大学）
井上 晋（大阪工業大学）
鶴田 浩章（関西大学） ※敬称略

関係団体
日本建設業連合会関西支部
建設コンサルタンツ協会近畿支部

発注機関
近畿地方整備局（企画部、道路部、
河川部、近畿技術事務所、
出張所長・監督官連絡会）

○検討体制（案）

○検討項目

・プレキャスト標準化の検討
・選定における新たな評価指標の検討
・設計時、施工時及び維持管理時の留意点の整理
・プレキャスト高度化のための技術動向の整理

○目 的
○概 要
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【機密性２】

３．今後の取り組み
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今後のスケジュール

R2.12.1 近畿地方整備局 インフラDX推進本部・幹事会 合同会議
インフラDX活用の検討と推進体制の決定（部会毎の取組）

R3.1.25 インフラDX推進幹事会（WEB）
i-Con推進幹事会（WEB）

R3.2.16 インフラDX推進本部会議 （WEB）

〔DX推進幹事会〕
・ 各部会での取り組み進捗状況報告

〔i-Con推進幹事会〕
・ ICTの取り組み状況報告

R3.4上旬 近畿インフラDX推進センター開所式

R3.5 インフラDX推進幹事会
i-Con推進幹事会

〔DX推進幹事会〕〔i-Con推進幹事会〕
・ R3年度 実施計画の確認

【機密性２】

R4.1 インフラDX推進幹事会
i-Con推進幹事会

〔DX推進幹事会〕〔i-Con推進幹事会〕
・ R3年度 各部会の取組状況確認

R4.2 インフラDX推進本部会議

R3年度
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R3.3下旬 近畿インフラDX推進センター内覧会


